
「いのちめぐるまち」を実現する！

一般社団法人サスティナビリティセンター

代表理事 太齋 彰浩



自己紹介

太齋彰浩（ダザイアキヒロ）
サスティナビリティセンター 代表理事
南三陸町在住

経歴：研究者→移住→役場職員→起業
（震災前・震災後）

仕事：海洋生物・環境調査（研究）
人事育成研修講師
合意形成ファシリテーター
トランスレーター（行政・企業・研究者）
プロダイバー
いのちめぐるまちづくり



宮城県南三陸町

分水嶺に囲まれた町

森里川海が凝縮した
「小さな世界モデル」

将来像：
「森里海ひと
いのちめぐるまち」



●カキ養殖の１／３革命

気候変動・生物多様性喪失・汚染～３つの環境危機に対処するシナジーアプローチの促進

地域におけるシナジー事例

●生ゴミ循環の仕組み

・住民～行政～企業
・暮らし～農業
・域内循環～資源・エネルギー

・養殖業の効率化～環境負荷低減
・作業の安全性向上～自然災害の被害軽減
・労働時間削減～収益向上～後継者（地域の存続）
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地域におけるシナジー事例

生ゴミ循環システムの垂直立ち上げによる地域内循環の確立

生ゴミ資源化・可燃ゴミ減容化

可燃ゴミの削減、肥料の域内生産・流通によるCO2 削減

遊休農地化抑制による水田環境保全

●生ゴミ循環の仕組み





震災前の志津川湾



写真提供：阿部富士夫氏

船の残存 １３２／２１９４
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戸倉地区のカキ
養殖業

H22 H29 増減

1経営体当たり
生産量（kg）

1,790 3,545 2倍↑

1経営体当たり
生産金額
（千円）

3,380 5,009 1.5倍↑

経費（千円） 2,300 1,330 4割↓

労働時間
（時間／日）

10 6 4割↓



環境研究総合推進費 終了研究成果報告書より（S-13-2 坂巻隆史、西村修ほかの研究）



〇国内初のASC認証取得

法令遵守 →適正密度の維持
労働環境改善 →定休日（働き方改革）
ブランドイメージ →他の水産物も引き合いに

→ 子ども達に誇れる漁業
→ 20代の後継者が増加！！

＜令和元年度天皇杯受賞＞

１／３革命＋ASC認証



戸倉カキ部会の就業者年齢構成 後藤清広氏資料より
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●カキ養殖の１／３革命

地域におけるシナジー事例

出荷ロスの劇的な削減

労働時間の削減と収益の向上
後継者の増加

養殖施設削減による資源・エネルギーの負荷低減

1年もの主体の出荷による底質への負荷低減





・・・
南三陸の名物だったイクラ丼は、いま・・・
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殻が溶けてカキの幼生が死滅する？



学びのプログラムとして編集・提供

「いのちめぐるまちづくり」を

⚫早稲田実業学校初等部 親子フィールドワーク

⚫慶應志木高等学校 研修旅行

⚫アクティブラーニングプログラム（南三陸町観光協会）

⚫MS&ADグループ グリーンアースプロジェクト

⚫ブルーフラッグ環境教育業務委託（講座＆ビーチクリーン）

⚫サスティナビリティ学講座





南三陸いのちめぐるまち学会

「めぐるがみえる」を追求することで
持続可能な社会づくりに貢献する






